
務連絡

平成� 26年� 5月� 12日

剣道部顧問様

下記の{牛につき、宜しくお頼い致します。申込書はダウンロードしてから手書きで」

入下さい。� 

1	，第� 98 「社会捧育指導員(拐殺)Jおよび日体議� f指導員剣道(専門科目)J 


成講習会について


・受講希望者i士、申込書に記入の上、� 5/16 (金〉護iこ、� FAXにて申し込み下さい。

問い合わせ・申込先:埼玉諜剣道連盟高校剣道連盟事務局

埼玉県立大宮東高等学校内

津披宗秀

千� 337-0021

さいたま市見沼区藤子� 567 

TEL 048-683 0995 

FAX 048-680 1900…� 



B 

第� 98回 全日本剣道連盟「社会体育指導員剣道(初級)J 

および公益財団法人日本体育協会「指導員剣道(専門科目)J養成講習会要項� 

1 目 的

地域において、剣道活動を実施している学校・道場・クラプ・グ、ノレープ・スポーツ教室等で剣道の実践的

指導に当っている指導者の資質の向上を図り、剣道をより充実し正しく普及発展させること、および指導者

に必要な知識・能力を得ょうとする者の養成を目的とする。なお、地域社会における剣道の指導者としての

公的資格を得るための、公益財団法人日本体育協会「指導員剣道(専門科目)Jの講習を兼ねる。� 

2主催

全日本剣道連盟�  

3 期間

平成26年� 7月4日(金)� ~6 日(日 2 泊 3 日 

4会場

東京都江東区� BumB (東京スポーツ文化館)

〒136-0081 東京都江東区夢の島� 2-1-3 電話� 03-3521-7321 

5 日程および科目

別紙日程表による。 ※講師の都合により、変更する場合がある。� 

6受講資格

(1)各都道府県剣道連盟の登録会員であり、年齢� 22歳以上(原則)で剣道三段以上の者で、地域に

おいて、剣道活動を実施している学校・道場・クラブ・グループ・スポーツ教室等で、剣道の

実践的指導に当っている指導者および指導者に必要な知識・能力を得ょうとする者。� 

(2) 全日程を受講できる者。原則として、合宿とする。� 

(3) 年齢基準は、平成� 26年3月� 31日以前に� 22歳の者。� 

7 受講対象(定員)

本講習会は、全国を対象として実施する。

人数枠� 70名(予定)� 

8 申込み

受講希望者は申込書(別紙2) に必要事項を各人が記入し、登録都道府県剣道連盟に申込むこと。

都道府県剣道連盟は、一覧表(別紙3) を作成し、申込書(別紙2) を添え一括全剣連に申込むこと。

なお、定員割れに上り中止の場合もあるため、締切り後、受講希望者は登録剣連に問合せること。

[申込み先] 
宇330-0074 さいたま市諸75i三~t?W和544 浦和合同庁舎 4 階
 

L公財)埼玉県剣道連盟� TEL048-834-8869FAX048-834-8879 


9 申込み締切り

10受講者の決定� 

(1) 全剣連は申込み締切り後、受講希望者本人に関係書類を送付する。� 

(2) 受講者は、平成� 26年6月6日(金)までに参加経費を直接全剣連に納入する。

※後日、全剣連より振込用紙を送付する。

裏面へ続く� → 


(月)必着のこと。 13 11月5年26平成� 



11参加経費

〈講習会参加経費〉

長一般》 受講料� 18，000円

剣道社会体育教本代� 2，100丹� 

f譲治{七{食事代・懇親会費含む)� 24，750円� 

1，000円

食紅� 45，8主立盟
《シノレバー割引))� 6 5議以上は一般の受講料の一割引。

受講料� 16，200円

剣道社会体育教本代� 2，100丹

街拍子ミ(食事代・懇親会費含む)� 24，750開� 

1，000円

合計� 44，050円

※シノレバー対象は宅議 27~3R 31民主主巨旦豆藍住金受賞L

〈全剣藤登錐科〉 開講式終了後、合格者より登鋸料� (5，� 400丹)を徴収するα

(受講取携しの斑金) (1)率成 26年� 6Jl30日(月)までは手数料栓引き全額返金。
 

手数料� 610P:] 


(2)それ以降球数消しの効かない稽泊・食事代と剣道社会体育教本代および

手数料を引いた額を返金。� 

(3)上記� (1) (2)以外の返金はしない。

12安全対襲

歩加者は、各自十分健藤管理iこ留意して本講習会に参加すること。

全長u連において、講器会実舗中、傷害発生の場合は応急処震を鱗じ、病院等で治擁護?受けられるよう

する。この場合、当� Eの治療費{手者、入院費は禽まない〉は金剣連部負担する。

なお、全舟1])畿は講習中の参加者の事故に対し、(講饗会場への往模途上は含まれる)傷害保鶴に加入する。

参加者は、必ず鰭療保健在〈コピ…不可)を持参するとと。� 

13その飽

①申込警察に記載される儲入f警報(登録県名、称手予・段位、漢字氏名、カナ氏名、年齢、金年月日、危所、

職業等)は全長IJ葦が実擁する木講習会のために利用する。なお、去を録県名、長名、年齢等の最小限の倒入

場報は必要の都菱、話的lこ合わせ公表媒体(掲示舟紙、ホームページ、剣窓等)に公表することがある。

更に、剣道の普及発震のためマスコミ関係者に必要な錨人情報を提洪するととがある。

@本講習会を受講した者に、全剣連 f社会体宵指導員j の講習証を付与し、合格した者には� f全斜連社会

体背指導員剣道(初級)Jの認定証を授与する。なお、規定の基準iこ達しない科詩がある場合は条件付合

格となる。

窃本講曹会iζ合格した者は、公主主財図法人呂本体育協会� f指導員剣道(専丹科目)Jの修了者となる。

@本講習会の受講者は、通信教育で 10単位分を告窓学習し、講習会持拡詣定の論文を提出し、通信教育

分の筆記試験を受験するロ


@本講習会の合否は、後除、受講者本人に漉絡する。


母合格者の受録料は、講習金終了時に、本人よりきま接全剣連iこ綿入する。
 

φf全実i連社余体育指導員剣道(初級)の認定証Jf立、後日、調人野価表と合わせて本人に送付する。




第� 98 回全剣連社会体育指導員養成講習会(初級)母恵表案

〔平成� 26年� 7 jJ4担(金)"'-'7 J.l6 f3 (日)] 

於:BumB (東京スポーツ文化蹄)

時限 時間 第� 1 S話作/4)金 第� 2日臣� (7/5)土 第3日題� (7/6)日

む7:00
食 朝 食� 

08:00 
移 動 移動�  

08:30 8:30受付開始 個人・集間指導法 体力トレーーング実習� 
1 よ� 09: 15 ( 

09:15 9: 10ガイグ、ンス 体力トレーニング理論� 

09:25 剣道指導の心得� 
2 i 9:50開講式� 10:05 

10:10 剣道の安全・衛生管理� 

10:50 ( 10:20 剣道の特性 剣道の麓史� 
3 ↓ 10:55 

11 :05 障害疾病の観察と対処� 

11 :40 ( 11:15 通信教育テスト� 
4 

12:00 
論文審査 応急処韓法� 11:45 

理論テスト� 

12:00 

13:00 
昼食・休憩 -休憩 12:30 昼食・休憩� 

5 
13:00 

13:45 

剣道形実智・指導怯� 1
. 

試合審判の理解� 
(含む旗の操作)
( ) 

13:00 
トレ…ニング・実技~響 3 

13:30 

8 
13:55 
↓ 

14:40 

議守護形実習.m時間�  2
. 

審判の基本技術実習� 1 
審事j投箭指導及びテスト� 

13:40 

J察本実技・形演技テスト� 

14:50 木刀による総連主主基本技稽古法 審判の基本技搭実習� 2 
7 

15:35 
饗ヰ~J技築指導及ポテスト

務替判定え会・休議憩� 

8 
15:45 

16:30 

剣道形実害・指導法� 3
. 

審判の基本技術実習� 3
審判技術指導及びテスト� 

開講式{結果発表)� 

16:40 鰯道の基本技術指導法工 剣道の基本技箭指導法3 
5 . . 

17:25 

17:35 剣道の基本技術指導記長2 難道の基本技術指導法4 

10 
18:20 

11 
18:30 

19: 15 

トレーニング妙案技袋鷲� 1
. 

トレーニング・実技第潔2 

19:15 移動
夕食・入搭

移欝
夕食(懇親会)

22:00 

自由時間� 
就護
就寝

20:30 入浴
指 時間� 
就寝�  

※ 講爵の都合によ抗日程示変更の場合もあちます。



別紙�  2

第 98回 全日本剣道連盟 f社会体育指導員剣道〈初級)� J 
および公益財開法人日本体育議会「指導員剣道(専門科目)J

養成講現金申込書(個人用)
日

〈支部名) 吟f~ 府ゆ 〈

都道

部

所員蔀道舟県剣道連盟

ブリガナ

誌 名{性別) {男・女)

全郵連 番号 ※必ずご記入ください

丹日〈満年齢)�  I昭・平 月 箆 議〉来日年7，1'13持初年齢

了

要; 所

‘、幽
rt詔

一
宮
鶏

I
U
-

会社員 警察官
職

公務員 露営業

一
自
主

-zzr
…防-
皆
同
職

一
消
無

語体職員く髪一員ノ
その他(

勤務先名称|名称:
(又は通学先在記入)

住所:

金 所� TEL( ) 

剣道 に関 する i称号{ 士) 取得年月間 昭和・平成 年 月

概得 格 i段位( 段) 取符年足首 昭和・平成 年 月

校

校

攻

中
最終学臆

大 部

小

中
大
社
一
鱒
一
主

校

校

校

年 ~

栂� 

年~年

人
麗
一

道
一

剣道活動藍 年関年 ~

I開始時期(年数)� 対 象

) 

指 導 盤卜一一一一

( 

( 

) 

1
1

、
、
�
 ，，、
I

市町村レベル(

競 技 実 績 i築大会レベル〈

(最高大会名を記入) IJ語読ブロックレベル(

全属大会レベノレ(

市町村レベル(
|審朝実績 大会レベル(

(最高大会名者記入〉 嬉域プロックレベル{

全雲大会レベル〈

ノ、� 
2

ノ…、，，，、� 31
、

2

1
1

、B
J
 

講習会前日 (7去乏lu
の宿泊希望の有燕

!説泊しない

i言言語肴望(夕食・朝食あり) +8，100円� 

i前泊場議(夕食設し・朝食あり) 十� 6，750円

※ 義務先の番号は邑中iこ連絡を取る場合に必要です。(携帯番号でも可)� 

※ 前語希盟の有無(夕食の荷無)は、必ずいずれかO印をつけること。


